
再発防止策の進捗状況  

SMBC日興証券の元役職員が金融商品取引法第

159条第３項（違法な安定操作取引）に違反した事態

（相場操縦事案）と同社および三井住友銀行の役職

員の間で非公開情報を授受した事態（銀証ファイアー

ウォール規制違反事案）を受け、当社では、取締役会

2022年11月、当社、SMBC日興証券および三井

住友銀行の３社は、同様の事態を二度と繰り返さない

よう、取締役会での議論を踏まえて改善策を策定し、

公表しました。以降、改善策の着実な実行等を通じた

経営管理体制および内部管理体制の強化ならびに健

全な組織文化の醸成等に取り組んでいます。 

の下にプロジェクトチームを設置し、経営管理体制上

の課題や改善策等について、議論を重ねてきました。

また、取締役会では、各改善策の進捗状況の監督や、

施策の実効性についての議論を行う等、執行サイドへ

の関与を強化してきました。

改善報告書の提出から半年が経過し、各改善策の

策定・構築については概ね計画通り進捗しています。

今後、引き続き改善策の実行を進めるとともに、各改

善策の実効性検証を行った上で、浸透・定着を図って

いきます。 

行政処分等への対応・再発防止に向けた取組

2022年11月 改善計画策定 現在

相場操縦事案 銀証ファイアーウォール（FW）規制違反事案 

事案概要

SMBC日興証券が、10銘柄の上場株式について、ブロックオ
ファー取引における売買価格の基準となる執行日の終値等
が前日の終値に比して大幅に下落することを回避し、その株
価を一定程度に維持しようとして、各株式の相場を安定させ
る目的をもって、一連の指値による買付および買付の申込を
実施した事態。 

SMBC日興証券と三井住友銀行との間において、法人顧客か
ら情報共有の停止を求められていること、または情報共有の
同意を得ていないことを認識しながら、当該法人顧客に関する
非公開情報の授受が複数回にわたって行われていた事態。

相場操縦
事案

❶ 経営管理体制の強化
＜SMBC日興証券＞
● 経営執行の監督強化
 新たな社外取締役の招聘
● 役員向けコンプライアンス研修実施
● 「守り」への重点的な資源配分
  2線・3線における人員増強および内部管理体制

強化のための100億円超のIT投資
● 1線・2線の専門性強化
  外部人材の積極採用
● 「商品・サービス協議会」設置
  リスク・課題およびそれらへの対応を1線・2線で協議

❷ 内部管理体制の強化

● 3線管理の実効性向上
  外部知見を活用した戦略実現

のための仕組の策定・実装
● コンプライアンス部門の再編
  統括機能強化、役割・責任の
　明確化
● 「不公正取引防止部会」設置
  不公正取引のリスクについて、

1線・2線が議論することにより
売買管理体制を強化

❸ 健全な組織文化の醸成

● 新たな理念体系の策定
  従来の理念体系を再構築し、
　SMBCグループの「Five Values」を内包
● 経営陣と従業員との対話
  改善策や会社の方向性等を議論する場

の設定（計271拠点で開催済）

＜当社＞
●  SMBC日興証券の役員人事・資源配分計画への

関与強化および十分性の検証
● 「グループビジネス管理室」設置
  グループベースでの有事対応力

の強化

● CEOメッセージの発信
  SMBCグループ年度方針会議および

SMBC日興証券の部店長会議にて発信

銀証FW
規制違反

事案

❹ 経営管理体制の強化
● 内部通報勉強会の実施
● 当社コンプライアンス部の体制強化

❺ 顧客情報管理体制の強化
● 情報管理ルールの制定・徹底
●  人工知能等を活用した
　事後モニタリングの高度化

❻ コンプライアンス意識醸成
●  コンプライアンス研修管理規則の
　制定、研修機会の拡充

浸透・定着実装・実効性検証再発防止に向けた枠組の策定・構築
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当社： 「グループビジネス管理室」の設置
グループベースでの有事対応力強化のため、当社内

に「グループビジネス管理室」を設置しました。SMBC

日興証券のみならず主要グループ8社を中心にコミュニ

ケーションと有事対応力を強化していきます。 

SMBC日興証券： 新たな理念体系の策定 
理念体系を十分に全社へ浸透させるため、従来

の理念体系をより分かりやすく再構築するとともに

SMBCグループ共通の価値観である「Five Values」

を内包した、SMBC日興証券として大切にする５つの

価値観を新たに定めました。 

グループビジネス管理室

指導・検証

グループ各社

事業部門
（1線）

1線 2・3線

改善計画実行
有事対応

連携

経営
管理

経営
管理

連携 CxO
（2・3線）

NEW

SMBC日興証券： 経営陣と従業員との対話
経営陣がコンプライアンスおよびリスク管理の徹底

について明確なコミットメントを示した上で、営業現場

の従業員との双方向のコミュニケーションを強化して

おり、社内の計271拠点で、経営会議メンバーによる

タウンホールミーティングを実施しました。対話の中で

従業員から出た意見等を経営会議メンバーで議論し、

各種施策へ反映していきます。

SMBC日興証券： コンプライアンス部門の再編 

内部管理体制の強化を目的にコンプライアンス部

門の組織・運営の見直しを実施しました。コンプライア

ンス統括に副社長を選任する等、コンプライアンス部

門の位置付けを向上させたほか、ファンクションごとに

コンプライアンス担当部署を再編し、役割・責任の明確

化を図りました。 

2線（コンプライアンス部門）

SMBC日興証券経営理念

内包

Mission
（社会的使命）

Value
（価値観）

社会的使命
● 健全な資本市場の発展を、豊かな人生・社会の
実現につなげる
ブランドスローガン
● いっしょに、明日のこと。 
 ～すべてのステークホルダーの未来のために～

目指す姿（Vision） 中期経営計画ごとに策定

Five Values

プロフェッショナルとして大切にする価値観
● 親切で正直
● 共存共栄
● 成長し続ける
● 多様性を尊重する
● 健全な市場を守る

SMBC
グループ
経営理念

コンプライアンス統括
（副社長／代表取締役）

コンプライアンス副統括
（弁護士）

コンプライアンス部門の
位置付け向上

リーガル・コンプライアンス
のスペシャリストを選任

統括機能の強化

1線のマネジメント経験者
の選任

コンプライアンス担当役員
（コンプライアンス統括部長兼任）
コンプライアンス副担当役員

各コンプライアンス担当部署
ファンクションごとに組織を再編
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